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論文審査の要旨 

 

本研究は、奈良県後期高齢者医科レセプトデータを用い、入院中人工栄養を用いた 75

歳以上の患者 3,548 人を対象として、人工栄養の違いによる 2 年間の生命予後を分析し

たものである。後期高齢患者の約 58-87％が人工栄養開始後 2 年以内に死亡し、中心静

脈栄養（PN）群よりも胃瘻造設術（GS）群、鼻腔栄養（NGT）群の死亡率は有意に低

く、又、非癌患者では GS 群のうち NGT 又は PN が先行して実施されていた Secondary 

GS 群が NGT 群よりも開始後 2 年以内の死亡率が低かったと報告している。公聴会にお

いては、バックグラウンド調整はどのようにしたかとの質問に対して、ある程度の調

整は出来たと思われるが、まだバイアスは残っていると考えられるため今後のさらな

る分析が必要との回答であった。また、NGT 群ではすぐに亡くなられる方が多いよう

に見えるが、その原因については、状態が悪すぎるために人工栄養が継続できなかっ

たものが含まれるためではないかと答えられた。本結果を臨床にどうフィードバック

するか、という点についての質問に対しては、とにかく早期に経腸栄養を開始するこ

との重要性が示されたことから、この知見を患者説明や治療方針決定に役立てていき

たい、との回答を得た。本研究は実臨床から得られたデータを基にしており、実地臨

床家にとって非常に重要な情報となるもので、本領域の公衆衛生学の発展に寄与する

ものと考える。公聴会での質疑応答も適切であり、参考論文と共に博士（医学）の学

位に相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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